
令和７年度 学校安全研究協議会

～ 学校における安全教育及び安全主任の役割 ～

群馬県教育委員会健康体育課

オンデマンド形式



本協議会 指示伝達内容

１．事前の計画と知識

２．実際の現場での対応



１．事前の計画と知識



学校保健安全法に基づく学校安全の取組



学校安全の意義

■三段階の危機管理に対応した安全管理と安全教育

安全な環境を整備し、事件・事故災害の発生を未然に防ぐ

事件・事故災害の発生時に適切にかつ迅速に対処し、

被害を最小限に抑える

危機が一旦収まった後、心のケアや授業再開など通常の

生活の再開を図るとともに再発の防止を図る

■学校安全の三領域

事前の危機管理

発生時の危機管理

事後の危機管理

生活安全 →日常生活で起こる事件・事故災害、誘拐や傷害などの犯罪

交通安全 →様々な交通場面における危険と安全

災害安全 →地震、津波、火山活動、風水（雪）害等や火災、原子力災害

今後想定される新たな危機事象→学校への犯罪予告、周辺でのテロの発生等
（国民保護の観点）



【小学校学習指導要領解説（抄）】
第3章教育課程の編成及び実施
第1節小学校教育の基本と教育課程の役割
2 生きる力を育む各学校の特色ある教育活動の展開
（3） 健やかな体
（略）
また, 安全に関する指導においては，様々な自然災害の発生や，情報化やグローバル化等の社会の変化に伴い児童を取り巻く
安全に関する環境も変化していることから，身の回りの生活の安全，交通安全，防災に関する指導や，情報技術の進展に伴う新

たな事件・事故防止，国民保護等の非常時の対応等の新たな安全上の課題に関する指導を一層重視し, 安全に関す

る情報を正しく判断し，安全のための行動に結び付けるようにすることが重要である。
（略）

第１章総則

第１小学校教育の基本と教育課程の役割

２学校の教育活動を進めるに当たっては，各学校において，第３款の１に示す主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改
善を通して，創意工夫を生かした特色ある教育活動を展開する中で，次の(1)から(3)までに掲げる事項の実現を図り，児童に生
きる力を育むことを目指すものとする。

(1)～(2)略

(3) 学校における体育・健康に関する指導を，児童の発達の段階を考慮して，学校の教育活動全体を通じて適切に行うことによ
り，健康で安全な生活と豊かなスポーツライフの実現を目指した教育の充実に努めること。特に，学校における食育の推進並び
に体力の向上に関する指導，安全に関する指導及び心身の健康の保持増進に関する指導については，体育科，家庭科及び特別活
動の時間はもとより，各教科,道徳科,外国語活動科目及び総合的な学習の時間などにおいてもそれぞれの特質に応じて適切に行
うよう努めること。また，それらの指導を通して，家庭や地域社会との連携を図りながら，日常生活において適切な体育・健康
に関する活動の実践を促し，生涯を通じて健康・安全で活力ある生活を送るための基礎が培われるよう配慮すること。

新学習指導要領における国民保護に関する記載（一部抜粋）
【小学校学習指導要領（平成29年３月告示第63号）】

中学校も同様に記載



学校安全の意義（考え方とその内容）

学校安全の領域 （学校安全の種類）

・ 生活安全 ・ 交通安全 ・ 災害安全

学校安全活動の構造 （学校が行う活動内容）

学校安全
安全教育

安全管理

組織活動

対人管理

対物管理

生涯にわたる健康について（資質・態度育
成）教科横断的な視点で育む

外部環境への働きかけ

心身状態の把握、救
急体制、行動の規則

点検・事後措置

安全教育と安全管理を効果的に機能させる

計画に含まれる項目
①学校の施設設備の安全点検
②通学を含めた安全指導
③職員その他の研修

学校保健安全法27条
学校安全計画の策定

学校安全の構造

安全教育

安全管理

組織活動

学校安全の領域

生活安全

交通安全

災害安全



学校における安全の取組



〇学校保健安全法の施行

（H21.4）
・学校安全計画の策定
・危機管理マニュアルの策定 等

〇学習指導要領の改訂

（H30～高等学校）
第1章 総則
第1款 高等学校教育の基本と教育課程の役
割
（３）学校における体育･健康に関する指導を

･･･特に，学校における食育の推進並び
に体力の向上に関する指導，安全に関
する指導及び･･生涯を通じて健康安全
で活力ある生活を送るための基礎が培
われるよう配慮すること。

安
全
管
理
・
組
織
活
動

安
全
教
育

平成３１年

平成３０年



第３次学校安全の推進に関する計画について

作成のポイント

〇本計画は、学校保健安全法に基づき、令和４年度から令和８年度までの５年間の計画として、学校安全に係る基本的方向性と具体的な方策を示す計画を作成

〇安全で安心な学校環境の整備や組織的な取組を一層充実させるとともに、安全教育を通じ、児童生徒にいかなる状況でも自らの命を守り抜き、安全で安心な
生活や社会を実現するために自ら適切に判断し主体的に行動する態度の育成を図ることが重要

〇学校安全計画･危機管理マニュアルを見直すサイクルを構築し、学校安全の実効性を高める

〇地域の多様な主体と密接に連携･協働し、子供の視点を加えた安全対策を推進する

〇全ての学校における実践的･実効的な安全教育を推進する。

〇地域の災害リスクを踏まえた実践的な防災教育･訓練を実施する。

〇事故情報や学校の取組状況などデータを活用し学校安全「見える化」する。

〇学校安全に関する意識の向上を図る（学校における安全文化の醸成）

学校安全のポイント

学校における安全教育（学習指導要領の改訂への対応）

〇教科横断的なカリキュラム･マネジメントの確立
安全に関する資質･能力を明確化し、学校教育活動全体を通じた教材等横断的なカリキュラ
ム･マネジメントの確立を通じ、地域の特性や児童生徒等の実情に応じた安全教育を推進する
ことが重要
〇安全教育の進め方
「学校安全計画」を全教職員が理解し、児童生徒等が安全上の課題について自ら考え、主
体的な行動につながるよう、様々な手法を適宜取り入れることが重要。実施後は、安全教育
の取組状況を把握･検証し、改善につなげていくことが必要。

学校安全資料「生きる力」をはぐくむ学校での安全教育の活用
「学校事故対応に関する指針」を踏まえた対応

〇学校安全資料「生きる力」をはぐくむ学校での安全教育
震災や豪雨等の自然災害の状況、交通事故や犯罪等の社会的な情勢の変化など、新たな課

題や学校における活動中の事故や登校中における事件･事故に巻き込まれる事案やスマート
フォンやＳＮＳの利用を巡るトラブルなど従来想定されなかった新たな危機事象の発生に対
応するための学校安全資料。
〇「学校事故対応に関する指針」に係る対応
「学校事故対応に関する指針」に基づき、事故等発生時の組織的かつ的確な対応、調査･

報告･再発防止等の適切な事後対応や児童生徒等への心のケアを実施することが必要。

安全教育と安全管理における組織活動

学校における安全管理

〇安全管理の考え方
「学校安全計画」に基づいて、安全教育と安全管理を一体的に活動を展開することが重要。
〇新たな危機事象への対応
これまでの危機対応及び災害発生時の対応に加え、スマートフォンやSNSの普及に伴う犯罪
被害、テロ、弾道ミサイル発射等の国民保護に関する新たな危機事象への対応を念頭に、学校
における危機管理は、社会情勢の変化に応じ、常に最新の状況にしておくことが重要。
〇幼稚園、特別支援学校等における留意点
幼児の発達の特性や各園の特徴、障害の特性等に応じた留意が必要。

〇学校における体制整備
管理職のリーダーシップの下、学校安全の中核となる教職員の役割を明確化し、全ての教職
員が一体となって取り組むことが重要。
全ての教職員が、各キャリアステージにおいて、必要な資質･能力を身に付けることが必要。
〇学校･家庭･関係機関等の連携
安全上の課題が複雑化･多様化する中で、家庭･地域･関係機関等との連携が不可欠。

施策の基本的な方向性 ５つの推進方策

１．学校安全に関する組織的取組の推進

２．家庭、地域、関係機関等との連携・協働による学校安全の推進

３．学校における安全に関する教育の充実

４．学校における安全管理の取組の充実

５．学校安全の推進方策に関する横断的な事項等



安全主任の役割
○ 学校安全計画の策定（取りまとめ）→活用→評価

○ 危機管理マニュアルの策定→活用→見直し

○ 学校安全に関する校内体制の整備

○ 教職員の危機管理意識の向上

○ 児童生徒等への安全教育の充実

○ 教職員に対する研修の実施

○ 地域や関係機関との連携

１.策定手順 ２.関係者への配付 ３.月毎の重点→振返り

１.様々な事故・災害を想定 ２.訓練との連動

教職員の役割分担と責任の明確化

安全に関する情報や話題を絶えず提供する
日常的、定期的に、機会を捉えて、意図的に情報交換することが大切

学校だけではなく、保護者、関係機関等と連携・協働を図る

適切な意志決定や行動選択 → 環境改善 → 安全安心な学校づくり

課題を踏まえた研修（全体の職員を巻き込んで短時間の意見交換含む）



教職員の役割と校内の協力体制
安全教育・安全管理の活動を学校の運営組織の中に具体的に位
置付け、学校安全の活動を効果的に進めていくことが重要

→学校安全の中核となる教職員を校務分掌、校内規定の中で明らかにし、役割と責任を明確
化した上で、学校安全を推進する校内体制を整備していくことが必要

危機管理マニュアルの策定と見直し

緊急時の対処法、情報の連絡・共有、応急手当、報道機関や関係者への適切
な情報提供、心のケアなどの必要な方策の具体的内容と実施体制を危機管理
マニュアルとして定め、教職員への周知を徹底していくことが必要

教職員の危機管理意識の向上（話合いの推進）

学校安全の中核となる教職員等が、安全に関する情報や話題を絶えず提供し
、日常的、定期的に、あらゆる場と機会を活用して、意図的に話合いを進め
ることが必要

すべての教職員の安全に関する知識・技能を向上させるため、各学校において
、学校安全計画に校内研修等を位置付け、事前、発生時、事後の三段階の危機
管理に対応した校内研修を行うことが必要
etc) 防災避難訓練、防犯避難訓練、AEDを含む心肺蘇生、心のケア

教職員に対する研修の実施



学校安全計画(例） ＊教育委員会HPに記載あり



学校安全計画

学校安全計画の
改善・見直し

ACTION

活動内容についての
評価

◇学校評価や教職員
による評価

CHECK

計画に基づく
学校安全活動の

実施

DO

学校安全計画の
作成

PLAN



○職員研修を設定するだけではなく、避難訓練や安全講話などの学校行事に合
わせて、事前の打ち合わせ等の際に実施要項とともに自校の危機管理マニュア
ルを活用して職員会議や朝会で職員共通理解を行うことで職員研修と置き換え
る。

学校安全計画の明記とマニュアル等の見直し

○事後の見直し・改善として、実施後の職員アンケートで見直しを図る。



２．実際の現場での対応



群馬県教育委員会 健康体育課 学校安全･給食係 黒巖

消費者安全調査委員会「学校の施設又は設備による事故等」調査報告(令和５年３月３日)

１．調査の目的

消費者安全調査委員会は、被害の発生又は拡大の防止を図るため、小中学生が被災した事故等のうち、主に学校の
施設又は設備が原因で発生したと考えられる事故等について、公立の小中学校を中心に調査を実施（以下は訪問した
学校において確認された死亡の危険のある設備例）。その結果を取りまとめた報告書が令和５年３月３日に公表され
た。

写真１ 教室の窓
際に設置さ棚

図２ 事故イメージ
(棚の転倒及び落下)

写真２ 積み重ねられ
固定されていない棚

図１ 事故イメージ
(棚に登り窓から転落)

２．原 因
学校の施設又は設備による事故等の主たる原因の一つは、実効性のある安全点検が実施されていないことである。
この理由として、効果的な安全点検の手法が標準化されていないこと及び、担い手の支援が不十分であることの二つ
が考えられる。

文部科学大臣への意見

１．安全点検の改善

（１）安全点検に関する手法の改善
学校における施設又は設備の安全点検に関する手法について、労働
安全分野等におけるリスクアセスメント等の知見を参考とした改善を
行うこと。

（２）安全点検に関する担い手の支援
学校における施設又は設備の安全点検に関する担い手について、教
職員が担うべき業務、確認すべき資料を精査するとともに、外部人材
の活用が促進されるよう支援すること。

２．緊急的対策の実施

安全点検の改善に先立ち、教職員の負担に配慮しつつ、学校に対し、死
亡事故が発生する可能性のある箇所（転落の危険のある窓や固定されず
に積み重ねられたロッカー等）の点検を依頼し、その結果について把握・検
証すること。
点検にあたって、外部人材の活用が可能な場合には、その活用を検討す
ることも依頼すること。

群馬県教育委員会 健康体育課 学校安全･給食係



群馬県教育委員会 健康体育課 学校安全･給食係



群馬県教育委員会 健康体育課 学校安全･給食係



学校内の安全管理



学校内の安全管理



東京 立川 小学校で児童の母親の知人2人が暴れ
教職員5人けが

立川市の小学校の校舎内で男2
人が暴れ、教職員5人がけがをし
ました。暴れたのはこの学校に通
う児童の母親に呼ばれて来た知人
で、警視庁が詳しい経緯を調べて
います。

警視庁などによりますと、40
代と20代の男2人が2階の教室に
入って担任の教諭に暴行を加えた
り、酒の瓶を床に投げつけたりし
たあと、1階の職員室の前まで移
動しガラスを割ったということで
す。

危機管理マニュアル



危機管理マニュアル



危機管理マニュアル



熱中症予防と対策



熱中症予防と対策



熱中症予防と対策



熱中症予防と対策



落雷で搬送の中学生、重体は2人に、
1人の心拍再開も意識は戻らず

奈良市の中学校のグラウンドに落
雷があり、中高生の男女6人が搬送
された事故で、奈良県総合医療セン
ター（奈良市）は11日、搬送され
た男子中学生2人が意識不明の重体
であると明らかにした。ほか4人は
意識があり、命に別条はない。

落雷は10日午後5時50分ごろ発
生。6人はサッカー部員らで、現場
にいた部の顧問らは「突然雨が強く
なり、練習を中断するかどうか判断
する前に雷の音が鳴った」と説明し
ている。

落雷・突風や竜巻への対策



落雷・突風や竜巻への対策



落雷・突風や竜巻への対策



落雷・突風や竜巻への対策





おわりに、

今後も学校安全への取り組みの充実を

お願いします。


